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ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社 絶縁電源 15EFLｼﾘｰｽﾞの使用方法について 
 

はじめに 

 

15EFLｼﾘｰｽﾞ電源は入出力間を15kVまで絶縁する機能を備えています。この電源は絶縁された12V

或いは24Vのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ電力源を備えた低電圧DC-DCｺﾝﾊﾞｰﾀです。また15EFLは入出力回路間のｱﾅﾛ

ｸﾞ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信を備えています。この通信は16bitの解像度で優れた直線性、安定性、低温度変動

を備えたﾃﾞｼﾞﾀﾙ処理となります。 

 

15EFLは15FLの全ての機能に更なる機能を追加した製品となります。15EFLは“ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ”や

“ﾊｰﾌｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ”機能をｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙに追加しております。 

 

ﾋﾟﾝ機能（ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側） 

電源供給する入力側をｸﾞﾗﾝﾄﾞ側 

アイソレートされた出力側をﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側 

と呼びます。 

 

通信方向の呼び方は、 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側からﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側をｱｯﾌﾟ 

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側からｸﾞﾗﾝﾄﾞ側をﾀﾞｳﾝ 

とします。 

 

1列目(標準,－I/Oｵﾌﾟｼｮﾝ) 

1番ﾋﾟﾝ  –  入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ：このﾋﾟﾝは入力電源ﾘﾀｰﾝとして使用します。入力電源ﾘﾀｰﾝ電流は

ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ経由で流さないで下さい。入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞとｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞは内部接続されております。

これらのｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ間には電気的な接続はありません。 

 

2番ﾋﾟﾝ  –  入力電源：15EFL電源の入力電圧は公称12Vdc又は24Vdcのどちらかになります。入力

電圧の許容に関してはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

 

3番ﾋﾟﾝ  –  低電圧電源 ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ入力：電圧が0V~0.8Vで15EFL電源はﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙになり

ます。電圧が3.2V～5Vでｲﾈｰﾌﾞﾙとなります。このﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝの場合、電源はｲﾈｰﾌﾞﾙ状態となりま

す。ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙﾋﾟﾝを接地するとﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙになります。このﾋﾟﾝは1kΩの抵抗を介してPNP

トランジスタのベースに接続されています。 



  

 

  

 TN-EFL-1 

UltraVolt, Inc. TN-EFL-1 Rev B  2 

 

4番ﾋﾟﾝ  –  TTLｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙ入力：TTLｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙはｸﾞﾗﾝﾄﾞ側とﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側回路間のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸです。

一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源のｲﾈｰﾌﾞﾙﾋﾟﾝを駆動する為に使用されます。 

ﾃﾞｼﾞﾀ出力ﾘﾝｸはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側の11番ﾋﾟﾝとなります。またこのﾛｼﾞｯｸﾁｬﾝﾈﾙはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗの通

信用として使用することができます。入力閾値は0V~0.8Vで”Low”,2.4V~5.0Vで”High”となります。

出力は反転され10kΩでプルアップされています。 

注：ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻｰの誤動作防止のため、低電圧ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙとTTLｱｯﾌﾟ入力はプルアップ等適

切な処置が必要です。（プルアップ抵抗 10kΩ以上） 

 

5番ﾋﾟﾝ  –  ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ ：ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞと入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞは電源内部で接続されております。この

ﾋﾟﾝは全てのｱﾅﾛｸﾞ信号に対する基準として使用されます。入力電源電流がこのﾋﾟﾝ通して流れたな

らば、ｵﾌｾｯﾄが発生し精度が低下します。 

 

6番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.1：このﾋﾟﾝとｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ間に24V入力製品では0V~+10V信号、12V

入力製品では0V~+5V信号を入力するとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側の１２番ﾋﾟﾝを基準として0V~+10V又は

0V~+5Vが１３番ﾋﾟﾝ に出力されます。 

ｱﾅﾛｸﾞｼｸﾞﾅﾙ入力と出力間には電気的な接続はありません。 

この機能は一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源の出力電圧制御に使用されます。 

 

７番ﾋﾟﾝ  –  +5Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ出力：+5.1Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧は464Ωの抵抗を介してこのﾋﾟﾝに出力されてい

ます。 

 

2列目  

8番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ No.1 出力(+)：ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ１の出力です。この入力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側の

ﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ No.1です。 

24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品では0V~+5V（信号）を入力したとき5番ﾋﾟﾝのｼｸﾞﾅ

ﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準としてこのﾋﾟﾝに0V~+10V又は0V~+5Vを出力します。 

 

9番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙNo. 1 出力(-)：８番ﾋﾟﾝの電圧を極性反転した電圧を出力します。 

 

10番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ No.2 出力(+)：ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ２の出力です。この入力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側

のﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ No.２で、24V入力製品では0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vを入力したとき  

5番ﾋﾟﾝのｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準としてこのﾋﾟﾝに0V~+10V又は0V~+5Vを出力します。 

 

11番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙNo. 2 出力(-)：１０番ﾋﾟﾝの電圧を極性反転した電圧を出力します。 

 

12番ﾋﾟﾝ –  ｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.２入力（1）：このﾋﾟﾝとｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ間に24V入力製品では

0V~+10V信号、12V入力製品では0V~+5V信号を入力するとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側のﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ12 
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番ﾋﾟﾝを基準として0V~+10V又は0V~+5Vが13番ﾋﾟﾝ に出力されます。 

ｱﾅﾛｸﾞｼｸﾞﾅﾙ入力と出力間には電気的な接続はありません。 

この機能は一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源の出力電圧制御に使用されます。 

 

13番ﾋﾟﾝ –  ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ入力：－EFLｼﾘｰｽﾞはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ部との電圧送受を16bitのDAで行っており、こ

れにﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸを使用しています。ﾉｲｽﾞやｱﾅﾛｸﾞ出力の変化に敏感なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞが有効

です。このモードではDAC出力をﾗｯﾁし、ﾋﾞｯﾄ飛びを防ぎます。1/2ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞはｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙをﾗｯﾁし、

ﾌﾙｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞはｱｯﾌﾟとﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙの両方をﾗｯﾁします。 

通常、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｯﾌﾟ、ﾀﾞｳﾝのﾁｬﾝﾈﾙﾘﾝｸはｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ状態に関わらず動作します。ﾓｰﾄﾞﾋﾟﾝは内部に

20kΩﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗を持ち、このﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝのときは通常動作となります。閾値は下記となります。 

通常動作: 0V ～0.8V 

ﾌﾙｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ: 3.0V ～ 5.6V  

1/2ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ: -9.0V ～ -4.0V 

 

14番ﾋﾟﾝ  –  TTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ出力：このﾋﾟﾝはTTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙの出力です。論理は反転されます。 0～

0.55VでLow、3.8V～5.0VでHighとなります。このﾋﾟﾝは最大3mAｼﾝｸ、1mAｿｰｽとなります。 

 

ﾋﾟﾝ機能（ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側） 

1列目： 

8番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ主電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ：このﾋﾟﾝはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ主電源のﾘﾀｰﾝとして使用します。このﾋﾟﾝ

はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞに内部で接続されています。これらのｸﾞﾗﾝﾄﾞはｸﾞﾗﾝﾄﾞ側とは電気的接続は

ありません。 

 

9番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ主電源出力(+12V又は+24V)：これは15EFL DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀの主出力電圧です。

この出力電圧は一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ高圧電源またはﾌｨﾗﾒﾝﾄ電源の主電源入力として使用されます。

入力電源ﾘﾀｰﾝは8番ﾋﾟﾝを使用します。 

 

10番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ -15V出力：これは低電流、-15V固定出力です。この電圧は一般的にｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ

の負電圧入力や他のｱﾅﾛｸﾞ回路として使用できます。最大電流や電圧許容はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

 

11番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞTTLｱｯﾌﾟ出力：このﾋﾟﾝはTTLｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙの出力です。論理は反転されます。

ドライブ能力はｼﾝｸ3ｍＡ、ｿｰｽ1ｍＡです。 

 

12番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ ：ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ主電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞは電源内部で接

続されております。このﾋﾟﾝは全てのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞ信号に対する基準として使用されます。入力

電源電流がこのﾋﾟﾝ通して流れたならば、ｵﾌｾｯﾄが発生し精度が低下します。 
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13番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.1出力：ｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙ１出力です。入力はｸﾞﾗﾝﾄﾞ側とな

ります。ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側6番ﾋﾟﾝに24V入力製品では0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vを入力すると 

12番ﾋﾟﾝのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準に0V~+10V, 0V~+5V信号を出力します。 

 

14番ﾋﾟﾝ  –  +5.1Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ出力：+5.1Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧が外部使用として用意されております。 

出力電流値はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

 

1番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(+) 入力No.1：ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ１の正電圧入力ﾋﾟﾝです。 

正電圧での使用時には２番ﾋﾟﾝを12番ﾋﾟﾝに接続します。入力1(-)と入力1(+)間に24V入力製品では

0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vを入力するとｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の8番ﾋﾟﾝに0V~+10V, 0V~+5Vを出力

し、9番ﾋﾟﾝには0V～-10V、0V～-5Vを出力します。 

 

2番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(-) 入力No.1：ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ１の負電圧入力ﾋﾟﾝです。 

負電圧での使用時には1番ﾋﾟﾝを12番ﾋﾟﾝに接続します。入力1(+)と入力1(-)間に24V入力製品では

0V~－10V、12V入力製品では0V~－5Vを入力するとｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の8番ﾋﾟﾝに0V~+10V, 0V~+5Vを出力

し、９番ﾋﾟﾝには0V～-10Ｖ、0V～-5Vを出力します。 

 

3番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(+) 入力No.2 (-R/Bｵﾌﾟｼｮﾝ)：ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ2の正電圧入力ﾋﾟﾝです。

正電圧での使用時には４番ﾋﾟﾝを１２番ﾋﾟﾝに接続します。 

（このﾋﾟﾝは差動ｱﾝﾌﾟの非反転入力です。）入力２(-)と入力２(+)間に（への）24V入力製品では

0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vを入力すると（は基準接地）ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の１０番（,9番）ﾋﾟﾝ

に0V~+10V, 0V~+5Vを出力し、１１番ﾋﾟﾝには０Ｖ～－１０Ｖ、０Ｖ～－５Ｖを出力します。 

 

4番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(-) 入力No.2 ：ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ２の負電圧入力ﾋﾟﾝです。 

負電圧での使用時には３番ﾋﾟﾝを１２番ﾋﾟﾝに接続します。入力1(+)と入力1(-)間に24V入力製品では

0V~－10V、12V入力製品では0V~－5Vを入力するとｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の１０番ﾋﾟﾝに0V~+10V, 0V~+5Vを

出力し、１１番ﾋﾟﾝには０Ｖ～－１０Ｖ、０Ｖ～－５Ｖを出力します。 

 

5 番ﾋﾟﾝ –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ +15V 出力：これは低電流、+15V 固定出力です。この電圧は一般的にｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ

や他のｱﾅﾛｸﾞ回路用として使用できます。最大電流や電圧許容はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

 

6番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.2出力：ｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙ２出力です。入力はｸﾞﾗﾝﾄﾞ側とな

ります。ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側6番ﾋﾟﾝに対して24V入力製品では0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vを入力す

るとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側12番ﾋﾟﾝを基準に0V~+10V, 0V~+5V信号を出力します。 

 

7番ﾋﾟﾝ  –  TTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ入力：TTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側とｸﾞﾗﾝﾄﾞ側間のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸです。出力

はｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の１４番ﾋﾟﾝとなります。 



  

 

  

 TN-EFL-1 

UltraVolt, Inc. TN-EFL-1 Rev B  5 

 

またこのﾛｼﾞｯｸﾁｬﾝﾈﾙはﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗの通信用として使用することができます。入力閾値は0V~0.8V

で”Low”,2.4V~5.0Vで”High”となります。出力は反転され10kΩでプルアップされています。 

 

(接続例-1) 正極入力を利用する場合 
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(接続例-2) 負極入力を利用する場合 
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(英語原文) 

Ground-side pin functions 

First row pins(outside pins): 

Pin 1, Power Ground: Use this pin for the input power return. Do not allow input-power-return current to 

flow through the Signal Ground connections. The power ground and signal ground are joined internally. 

There is no electrical connection between these grounds and the floating grounds. 

Pin 2, Input Power: The input voltage on the EFL Series is available at either 12Vdc nominal or 24Vdc 

nominal. See the EFL Series data sheet for input voltage tolerance. 

Pin 3, LVPS Enable/Disable: A voltage between 0V and 0.8V will disable the EFL Series power supply. A 

voltage between 3.2V and 5V will enable the unit. If the pin is left open, the power supply will default to an 

enabled state. Grounding the enable/disable pin will disable the unit. The input characteristics can be 

accurately modeled as a 1kΩ resistor driving the base of a PNP transistor. 

Pin 4, TTL up channel input: The TTL up channel is a digital link between the ground-referenced circuitry 

and the floating circuitry. This channel is commonly used to drive the enable pin on a floating high voltage 

power supply (HVPS). The output of this digital link is Pin 11 on the floating side. The threshold for the input 

is logic low between 0V and 0.8V and logic high between 2.4V and 5.0V. The digital links are inverted and 

have an internal 10kΩ pull up.  

Note: For proper start up of the microprocessor the LVPS Enable/Disable (pin 3) and TTL Up inputs must be 

driven by an open collector or a pull up resistor with a value greater than 10KΩ. 

Pin 5, Signal Ground: The signal ground and power ground are common inside the power supply. This pin 

should be used as reference for all analog signals. If input power current is allowed to flow through this pin, 

offsets can occur which will degrade accuracy. 

Pin 6, Analog up channel 1 input: A 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal between this 

pin and signal ground will result in a 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal on the isolated 

side of the EFL Series (floating pin 13) that is referenced to the floating signal ground (floating pin 12). There 

is no direct electrical connection between the analog input signal and the analog output signal. This function 

is commonly used to provide the remote adjust voltage to a floating HVPS. 

Pin 7, +5.1V reference voltage: The internal +5.1V reference is provided for external use through a 464Ω 

resistor. 

 

Second Row Pins: 

Pin 8, Analog down channel 1 output (+): This is the output of one of the analog down communications 

channels; the input side is on the floating pins. A 0V to 10V for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal input 

on the high-side channel 1 will result in a 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal on this pin 

with reference to the signal ground on pin 5. 

Pin 9, Analog down channel 1 output (-): This pin provides the compliment to the voltage on pin 8. A 0V to 

10V for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal input on the high-side channel 1 will result in a 0V to -10V 

for 24V units or 0 to -5V for 12V units signal on this pin with reference to the signal ground on pin 5 

corresponding to the voltage on pin 8, but inverted. 

Pin 10, Analog down channel 2 output (+): This is the output of one of the analog down communications 
channels; the input side is on the floating pins. A 0V to 10V for 24V units or 0 to 5V for 12V units 
signal input on the high-side channel 2 will result in a 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V 
units signal on this pin with reference to the signal ground on pin 5. 
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Pin 11, Analog down channel 2 output (-): This pin provides the compliment to the voltage on pin 10. A 0V 

to 10V for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal input on the high-side channel 2 will result in a 0V to -10V 

for 24V units or 0 to -5V for 12V units signal on this pin with reference to the signal ground on pin 5 

corresponding to the voltage on pin 10, but inverted. 

Pin 12, Analog up channel 2 input: A 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal between 

this pin or signal ground will result in a 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal on the 

isolated side of the EFL Series (floating pin 6) that is referenced to the floating signal ground (floating pin 12). 

There is no direct electrical connection between the analog input signal and the analog output signal. This 

function is commonly used to provide the remote adjust voltage to a floating HVPS. 

Pin 13, Quiet Mode: The EFL Series uses a digital link to provide the analog communications between the 

ground side and floating side that has a 16-bit resolution. In applications that are sensitive to noise and 

variations on the analog output, the quiet mode is used to latch the output DAC and prevent bit jumping. ½ 

quiet mode latches the up channels, and full quiet mode will latch both up and down channels. The digital up 

and down links work normally regardless of the quiet-mode status. 

The mode pin has an internal 20kΩ pull down resistor; the default condition if this pin is left open is normal 

operation. The following thresholds apply: 

Normal operation: 0V to 0.8V 

Full Quiet Mode: 3.0V to 5.6V  

½ Quiet Mode: -9.0V to -4.0V 

Pin 14, TTL down channel output: This pin is the output of the TTL down channel. The logic is inverted. A 

low level input is 0V to 0.55V; a high is from 3.8V to 5.0V. This pin can sink 3mA maximum and source 1mA 

maximum. 

 

Floating-side pin functions 

First row pins (outside pins): 

Pin 8, Floating Power Ground: Use this connection as the return for the floating output voltage. This pin is 

joined internally to the Floating Signal Ground. There is no electrical connection between these grounds and 

the low-side grounds. 

Pin 9, Floating output power (+12V or +24V): his is the main output voltage for the EFL Series DC-to-DC 

converter. This voltage output is commonly used as the main input power to a floating HVPS or filament 

power supply, such as the UltraVolt FIL Series. Use pin 8 for the power return. 

Pin 10, Floating -15V output: This is a low-current, -15V fixed output. This voltage is commonly used as the 

negative rail on operational amplifiers and other analog circuitry. See the EFL Series data sheet for 

maximum current draw and voltage tolerance. 

Pin 11, Floating TTL Up output: This pin is the output of the TTL up channel. The logic is inverted. A low 

level input is 0V to 0.55V; a high is from 3.8V to 5.0V. This pin can sink 3mA maximum and source 1mA 

maximum. 

Pin 12, Floating Signal Ground: The floating signal ground and floating power ground are common inside 

the power supply. This pin should be used as reference for all floating analog signals. If output power current 

is allowed to flow through this pin, offsets can occur which will degrade accuracy. 

Pin 13, Floating Analog up channel 1 out: This is the output of the analog up channel 1 communications 

channel; the input is on the ground-side pins. A 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal on 

the input at Pin 6 on the ground side will result in a 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal 

on this pin with reference to the floating signal ground on pin 12. 
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Pin 14, Floating +5.1V output: An internal +5.1V source is provided for external use. Please see the EFL 

Series data sheet for current capacity. 

 

Second Row Pins: 

Pin 1, Floating Analog Down (+) Input 1: This pin is the non-inverting input of a differential amplifier. A 0V 

to 10V for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal between (-) input 1 and (+) input 1 will cause a 0V to 10V 

for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal on the ground-referenced side along with its compliment on Pin 8 

and Pin 9. 

Pin 2, Floating Analog Down (-) Input 1: This is the inverting input of a differential amplifier referenced 

above on Pin 1. 

Pin 3, Floating Analog Down (+) Input 2: This pin is the non-inverting input of a differential amplifier. A 0V 

to 10V for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal between (-) input 2 and (+) input 2 will cause a 0V to 10V 

for 24V units or 0 to 5V for 12V units signal on the ground-referenced side along with its compliment on Pin 

10 and Pin 11. 

Pin 4, Floating Analog Down (-) Input 2: This is the inverting input of a differential amplifier referenced 

above on Pin 3. 

Pin 5, +15V output: This is a low-current, +15V fixed output. This voltage is commonly used as the positive 

rail on operational amplifiers and other analog circuitry. See the EFL Series data sheet for maximum current 

draw and voltage tolerance. 

Pin 6, Floating Analog up channel 2 out: This is the output of the analog up channel 2 communications 

channel; the input is on the ground-side pins. A 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal on 

the input at Pin 12 on the ground side will result in a 0V to +10V for 24V units or 0 to +5V for 12V units signal 

on this pin with reference to the floating signal ground on Pin 12. 

Pin 7, Floating TTL down input: The TTL down channel is a digital link between the floating-referenced 

circuitry and the ground-side circuitry. The output of this digital link is Pin 14 on the ground side. The 

threshold for the input is logic low between 0V and 0.8V and logic high between 2.4V and 5.0V. The digital 

links are inverted, and have an internal 10kΩ pull up. 

Note: For proper start up of the microprocessor the Floating TTL Down input must be driven by an open 

collector or a pull up resistor with a value greater than 10KΩ. 


